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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 本論文は，直接的に物理的特徴として取得することが困難な注意や情動という指標に対し，認知科
学・生理学的な知見に基づき生体情報から有意に推定する新たな計算論的モデルを提案するととも
に，その有効性を明らかにするものである．ここでは，数十分から数時間単位の自律神経活動の変化
に伴う生体の変化という知見に基づき，心拍や呼吸といった生理的な情報に基づき，逐次的な推定や
予測システムの実現という工学的課題に新たな解決方法を提供している．ここでは理論的な考察に加
え，外乱が混入する生活環境下において適用可能な線形モデルの妥当性を検証し，異なる課題からな
る実証実験を通じて，その有効性を明らかにしている．また客観的な指標に加え，本人の主観との関
連性にも言及しており，日常生活における体調改善という社会的課題に対する重要な意義がある． 
 本研究は，工学分野において，日常生活における生体計測に基づく生体内部の特性である注意や情
動の顕在化に関する新たな知見という学術的意義を有するとともに，実世界における実証実験に基づ
き個人や他者との関連性も考慮した上でその有用性を明らかにしている．これら一連の成果は，日常
生活の行動を変容させるに十分蓋然性の高い情報をフィードバックするという人間情報学分野にお
ける技術の新しい応用の可能性を拓くものとして高く評価できる． 
 これらの成果は，工学のみならず，生体計測及び人間情報学の発展に資すること大である．よって，
本論文は博士(工学)の学位論文として相応しいものであると認める． 
【最終試験の結果】 
平成３１年１月３０日，システム情報工学研究科において，学位論文審査委員の全員出席のもと，
著者に論文について説明を求め，関連事項につき質疑応答を行った．その結果，学位論文審査委員全
員によって，合格と判定された． 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める． 
